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エグゼクティブ・サマリー

「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する

検討会」では、オープンサイエンスの推進に向け、我が国

が国際的な議論の輪に加わり、主体的な取組の姿勢を示

すことが肝要であるとの認識の下、我が国が今後早急に

取り組むべき事項等について検討を重ねてきた。今般、そ

の結果を我が国の基本姿勢、基本方針としてとりまとめ

た。 
 
Ⅰ. オープンサイエンスの重要性 
 オープンサイエンスとは、公的研究資金を用いた研究

成果（論文、生成された研究データ等）について、科学

界はもとより産業界及び社会一般から広く容易なアクセ

ス・利用を可能にし、知の創出に新たな道を開くととも

に、効果的に科学技術研究を推進することでイノベーシ

ョンの創出につなげることを目指した新たなサイエンス

の進め方を意味する。 
 最近、この概念が世界的に急速な広がりを見せている。

特に 2013 年 6 月に英国で開催された G8 科学技術大臣

会合は、その共同声明において、論文のオープンアクセス

化に加え、研究データのオープン化についても言及し、世

界的な議論を加速するきっかけになった。 
 一方、これまで我が国では、国としてオープンサイエ

ンスに関する統一的な考え方が明確化されておらず、特

に研究データに関する議論は、組織的にはほとんど行わ

れてこなかった。 
 このような状況では、我が国が明確な意思表示をする

ことなく、国際的にサイエンスのオープン化の議論が進

むみ、デファクト・スタンダードが形成され、我が国の事

情に十分な配慮がなされないままにオープン化が進行し

てしまう可能性がある。 
 国際的にサイエンスのオープン化が進む中で、我が国

における研究活動において、新たなに生み出した価値が

次の事業活動に繋がるように、協調の中にも戦略を持っ

て世界をリードしていくべきである。 
 
Ⅱ. オープンサイエンス推進の必要性 

オープンサイエンスは、従来の科学研究活動の枠組み

を大きく変える可能性を持つ概念である。しかし、それ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は、これまでの研究手法を代替するものではなく、従来

の研究方法に対して新しい研究方法を提示し、サイエン

スの新たな進展を可能にするものである。 
科学コミュニティ、産業界、一般国民などあらゆるユ

ーザーが研究成果をデジタル形式で広く利用できること

により、科学技術情報の更なる活用が促される。しかも

その波及効果は知の創造プロセスに留まらず、社会全体

のイノベーションシステムの変革にも及ぶものと考えら

れる。 
科学コミュニティにおいては、研究者間あるいは研究

分野を越えたデータ駆動型の取組が加速することにより、

新たなコラボレーション、新たな研究方法が広まること

が期待され、企業や個人においては、科学的成果を利用、

再利用して新しい製品や新しいサービス（市場）を生み出

すことが期待される。 
特に、天然資源の乏しい我が国が、持続的な発展を続

けていくためには、科学技術イノベーションにより常に

新たな価値を創出していくことが不可欠であり、オープ

ンサイエンスの推進は、そのための環境整備にほかなら

ないという認識を、ステークホルダー間で共有し、推進

体制を構築する必要がある。 
 
Ⅲ. オープンサイエンス関する国際動向への対応 
1. 国としての基本姿勢、基本方針 

公的研究資金による研究成果（論文、研究データ等）の

利活用促進を拡大することを我が国のオープンサイエン

ス推進の基本姿勢とする。 
その上で、各省庁、資金配分機関、大学・研究機関等の

ステークホルダーがオープンサイエンスの実施の責任を

果たし、オープンサイエンスの実施方針及びオープンサ

イエンスの実施計画を策定するものとし、それに当たっ

て、参照すべき共通事項や留意点等をオープンサイエン

スに関する基本方針として明示する。 
オープンサイエンスの推進に当たっては、内閣府及び

総合科学技術・イノベーション会議が政府全体を通じた

旗振り役として中核的な役割を担い、各ステークホルダ

ーにおける進捗状況をフォローする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 研究成果の利活用、オープンサイエンスの推進に係る概念図 

 


